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第二級陸上特殊無換技士 車 験問題

(注)解 答は ,し いとf4Hしたものを つ だけ選よ 沓却J紙の答欄に正しく記ス (マーク)し てください

tl〕 熊 ちのコ席究詢 ケ`えらヤiるときに綺tされる

事原は 次 のどれか

1 ぞ 中線亀カ

2 無 緯月の名称

3 無 練設備の設置場所

4 先 キの有効期間

〔2! れ 免計を受けた働せ門の究計の有効期間は 次 の

とれか

1 1瑚 限

2  3年

3  4年

4  5 イt

t3〕  け ルヽス空測で変調信号おfFJくよ情報のものJの

電波の型式は ど の記号で表示されるか 正 しいも

のを次のうちから選′ヽ

1 ,OF

2 PON

Ⅲ r ゅ ●

4  A O A

〔4〕 第 ■般確を,印 上の資格を行する抑 ｀

1鋼 5キ ロヘルツから■cll lJキロヘルツまでの円

渡放の健紋を投用する陸 ,の採練局の篤純設備 (多

報玉線討続を除く )の 外llの転換表ぼ
~Rl波の質

に影害を及ばさないものの技術操作を行うことうヤ

きるのは 4中 線電力何,ッ トま【均ヽ  ェ しいもの

を次のうちから選ム(

1   ら ,ッ ト

2   1 0ワット

3   抑 ワット

4  1的 ,ッ ト

無線局の先十人年は i任 無緑従や者を出■した

とさは 絶訪大匝翔 Ⅲに■示するところによる蹴令

を除き 肖該TI無 線従事千に選任した日かちとれ

ほどの期間内に無緯劇柿のpltの監督に関し鶴 )(

臣わヤi●詰督を受けさせなけキ■jrFらない1  ヽiし

いものを次のうちから選、

〔03

モ5〕

1   5 ′|

3 6箇 月

2  1 年

4  3崎 n

次に掲げる者のうち 無線従事者のtRIが与えら

れないことがある者はどれか と しいものを力 )う

ち"ち選々ヽ

1 年 線従事古の免許を取り消され 町 わしの か

ら2年を経過しない者

2 刑 =に規定する罪を犯し罰命以上の刑に処せち

れその町 fを終 〕り 文 はその部予を受けること

がなくなったRか ら2年を経過しない者

9 日 本の出節をrrしない旨

4 電 浦上の規定に違攻し 3崎 月以内の期間を定

めて無線田吉の業務に従事することを停止され

その停止の則間の清アの か ら2年を経過しない

者

(1)



〔73 無 操局を運用する場合において、無線設備の設置   〔 10〕免許人等が熊環局の運用許容時間、日波数スは

場所は 逆 軽通信を行う場合を除き、次のどれに記     空 中線電力の制限を受けることがある場合は 次

破されたところにようなければならないか。        の どれか。

1 無 線局免許申請を                  1 不 正な手段により無線設備の設置場所の変更

2 無 線局事項書                     の 許可を受けたとき。

3 生 酢状等                      2 不 正な手段により周波数の指定の変更を行わ

4 免 許証                        せ たとき。

3 無 線局の運用を引g擁 き6簡 月以上休止した

とき。

4 電 波法に基づく命令に違反したとき。

崎〕 無線従専者の免許を取b消 されることがある場合   〔 11〕 ほ渡法の規定1●より 免 詩状を 1簡月以内に返

は、次のどれか。                    納 しなければならない場合は、次のどれか

1 免 許証を失ぅたとき                 1 無 線局の運用を休止したとき。

2 電 波なに基づく処分にさ反したとき。         2 舞 腺局の免許がその効力を失ったとさ

3 日 本の国籍を有しない者とな,た とき。        3 先 謙棋を酸槙し又は汚したとき。

4 引 き続宮6簡 月以上活線設備め操作を行わなか    4 無 線局の運用の停止を命せられたとき。

‐たとき

〔9〕 紫線局が臨時に電波の柔射の停止を命ぜられるこ  〔 12〕電波なの規定により 報 擦局の免許人事は、無

とがある場合は 次 のどれか。              凛 従事者を選任又は解任したときは ど の手換を

とらなけれまならないか 正 しいものを次のうち

1 暗 籍を使用して通信を行ぅたとき           か ら選ヘ

2 発 射する電波が他の無線局の通信に漫信を与え

たとき。                       L遅 滞なくその旨を届け出る

3 免 許状等t記 較された空中線電力の範囲を超え    2 10日 以内にその旨を報告する

て連用したとき。                   3 遠 やかに総務大臣の承認を受ける。

4 発 射する電波の質め`総務省令で定めるものに適    4 ,箇 月以内にその旨を届け出る。

合していないと認あられるとき
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